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九
月
二
十
三
日

（
土
・
祝
）九
時
半
よ

り
、
香
順
メ
デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度

聖
徳
大
学
大
学
院

の
秋
期
入
学
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

川
並
弘
純
学
長
は

告
辞
の
中
で「
日
常

生
活
の
延
長
の
中

に
も
学
び
が
あ
る
。

興
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
の
周
辺
に
あ

る
現
実
に
ど
れ
だ

け
気
付
き
、
研
究

の
中
に
取
り
込
ん

で
い
け
る
か
が
重
要
。

皆
さ
ん
の
学
び
が
深

ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
話

し
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
の
後
、

新
入
生
九
名
を
代
表
し
て
児
童

学
研
究
科
通
信
教
育
課
程
の
宇

田
川
嘉
一
さ
ん
が「
子
ど
も
の

た
め
に
社
会
貢
献
が
で
き
る
研

究
者
と
し
て
自
立
し
、
目

標
に
向
か
っ
て
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
高
度
の

研
究
能
力
お
よ
び
そ
の

基
盤
と
な
る
豊
か
な
学

識
を
養
う
べ
く
研
鑽
し

ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
十
一
時
か

ら
、
平
成
二
十
九
年
度
秋

期
聖
徳
大
学
大
学
院
学

位
記
授
与
式
、
聖
徳
大
学

卒
業
証
書
学
位
記
授
与

式
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
卒
業
証
書
学
位
記
授

与
式
が
川
並
香
順
記
念

講
堂
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
期
卒
業
・
修

了
し
た
の
は
、
大
学
院
九

名
、
大
学
八
十
二
名
、
短

大
十
八
名
、
計
百
九
名
。

川
並
弘
純
学
長
は
、「
皆
さ
ん
の

取
得
し
た
学
位
は
国
際
的
に
通

用
す
る
も
の
。
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
社
会
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
」と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
秋 

期

大

学

院

大

学

院

大

　

学

短
期
大
学
部

入　
　
　

学　
　
　

式

学　

位　

記　

授　

与　

式

卒
業
証
書
学
位
記
授
与
式

　

十
一
月
十
一
日

（
土
）・
十
二
日（
日
）、

第
五
十
三
回
聖
徳

祭
が
行
わ
れ
、両
日

で
一
三
、八
二
六
名

の
来
場
者
を
迎
え

ま
し
た
。今
年
度
の

テ
ー
マ
は「
革
命
！
集
い
し
輝
く

女
性
た
ち
」で
す
。こ
の
テ
ー
マ

に
は
、「
夢
に
向
か
っ
て
力
強
く

生
き
る
素
敵
な
女
性
た
ち
の
想

い
が
一
つ
に
な
っ
た
と
き
、
聖

徳
祭
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
場

所
に
し
た
い
」と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

聖
徳
祭
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
青
空
の
下
で
行
っ
た
野
外

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
を
は
じ
め
、

学
生
た
ち
に
よ
る
日
頃
の
研
究

成
果
発
表
が
行
わ
れ
、
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
文
化
学
科
の「
と
き
め

く
♡
シ
リ
ー
ズ
」で
は
、
フ
ー

ド
・
調
理
ブ
ラ
ン
チ
の
学
生
が

企
画
・
開
発
し
、
地
元
の
和
菓

子
店「
峰
月
」で
商
品
化
し
た

「
か
け
は
し
ま
ん
じ
ゅ
う
」や
、

「
万
葉
軒
」で
商
品
化
し
た「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
弁
当
」

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。イ
ン
テ

リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
の

学
生
が
制
作
し
た
か
わ
い
ら
し

い
包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
と
と
も

に
大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
松
戸
警
察
に

よ
る
パ
ト
カ
ー
試
乗
体
験
や
交

通
マ
ナ
ー
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
方
が
参
加
し
、
地

域
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
友
会
本
部
企
画
は
、
Ｓ
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ザ
で
実
施

し
た
開
会
式
や
、
卒
業
生
を
招

い
て
行
っ
た「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
」、
多
く
の
来
場

者
が
参
加
し
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

な
ど
が
大
好
評
で
し
た
。
な
か

で
も
一
日
目
に
行
わ
れ
た
中
夜

祭
で
は
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
で

あ
る「
革
命
！
集
い
し
輝
く
女

性
た
ち
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
、ク
ラ

ブ
・
同
好
会
の
発
表
や
抽
選
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
と

て
も
楽
し
め
た
様
子
で
し
た
。

川並弘純学長（中央左）と、ハノイ大学ルアン学長（中央右）

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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INDEX

締
結

第
五
十
三
回 

聖
徳
祭

「
革
命
！
集
い
し
輝
く
女
性
た
ち
」

今年度の正門アーチ

入学式

野外ステージでのダンス発表

子どもたちでにぎわった企画

掲載された「かけはしまんじゅう」の
新聞記事を持って、ＰＲ・販売

聖
徳
大
学
と
ハ
ノ
イ
大
学
が

学
術
交
流
協
定
を
締
結

　

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
と
ハ
ノ
イ
大
学（
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
ハ
ノ

イ
市
）は
こ
の
た
び
、
学
術
交

流
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
三
日（
月
）に
ハ

ノ
イ
大
学
で
調
印
式
を
執
り

行
い
、「
保
育
の
聖
徳
®
」と
し
て

保
育
・
幼
児
教
育
の
分
野
で
高

い
実
績
を
持
つ
本
学
と
、
保
育

需
要
が
伸
長
す
る
ベ
ト
ナ
ム

に
お
い
て
就
学
前
教
育
に
高

い
関
心
を
寄
せ
る
ハ
ノ
イ
大

学
と
が
、
研
究
者
・
学
生
の
交

流
や
、
共
同
研
究
の
推
進
を
図

る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
の
分
野
で
ベ
ト

ナ
ム
と
日
本
の
大
学
が
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
た
こ

と
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
幼
児
教
育
の

振
興
促
進
の
た
め
、
今
後
、
具

体
的
な
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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千
葉
県
内
の
大
学
生
の
情
報

発
信
力
や
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た

「CHIBA
 University Press

」

の
閉
講
式
お
よ
び
表
彰
式
が

九
月
二
十
日（
水
）に
開
催
さ
れ
、

本
学
が
最
高
位
の「
優
秀
賞
」を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
心
理
・

福
祉
学
部
心
理
学
科
二
年
の
泉

優
香
さ
ん
、
花
井
直
子
さ
ん
、

文
学
部
文
学
科
二
年
の
小
山
詩

乃
さ
ん
。
こ
の
企
画
は
平
成

二
十
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、

【
八
潮
こ
ど
も
夢
大
学 

開
校
式
】

　

今
年
で
四
年
目
と
な
る「
八

潮
こ
ど
も
夢
大
学
」（
学
長 

大

山
忍 

八
潮
市
長
）の
開
校
式
が
、

十
月
五
日（
木
）、
や
し
お
生
涯

楽
習
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
同
大
学
の
学
生
と
な
る

小
学
四
～
六
年
生
・
中
学
一
年

生
と
そ
の
保
護
者
、
八
潮
市
の

行
政
・
教
育
行
政
関
係
者
、
八

潮
市
立
小
中
学
校
の
校
長
、
協

力
大
学
の
代
表
な
ど
が
参
加
し
、

会
場
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
増
井
三
夫
副
学
長

と
吉
田
眞
言
大
学
事
務
局
参
与

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
す
る
学
生
は
、
Ⅰ

期
三
十
名
、
Ⅱ
期
二
十
六
名
の

計
五
十
六
名
。
協
力
大
学
は
本

学
を
含
め
六
大
学
で
、
Ⅰ
期
、

Ⅱ
期
そ
れ
ぞ
れ
四
大
学
を
訪
問

し
て
学
ぶ
予
定
。
Ⅰ
・
Ⅱ
期
い

ず
れ
も
本
学
が
第
一
回
目
の
訪

問
校
と
し
て
重
責
を
担
い
ま
す
。

　

十
月
二
十
一
日（
土
）、
聖
徳

大
学
と
千
葉
県
教
育
委
員
会
の

共
催
で
、特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
○
一
七「
特
別
支
援
教

育
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
～

『
共
生
社
会
』に
担
い
手
を
育
む

と
い
う
観
点
か
ら
～
」が
、
本

学
七
号
館
一
階
の
七
一
○
一
教

室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、県
内
の
幼
・
小
・
中
・

高
・
特
別
支
援
学
校
等
の
教
職

員
と
、
本
学
の
学
部
学
生
・
大

学
院
生
・
教
職
員
を
合
わ
せ
て

約
百
七
十
名
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
、青
木
隆
一
氏（
文

部
科
学
省
特
別
支
援
教
育
調
査

官
）に
よ
る「
我
が
国
の
特
別
支

援
教
育
の
現
状
と
課
題
」と
題

す
る
基
調
講
演
で
は
、
①
特
別

支
援
教
育
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ

か
ら
を
つ
な
ぐ「
今
」、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
ど
う
な
っ
て
い
く

か
、
②「
共
生
社
会
」と
は
ど
ん

な
社
会
で
、
そ
の
担
い
手
は
誰

か
、
何
を
ど
の
よ
う
に
育
ん
で

い
け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
資
料
を
提
示
し
、
新
学

習
指
導
要
領
に
お
け
る
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
内
容
も
紹
介

し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
河
村
久
氏（
聖
徳

大
学
児
童
学
部
児
童
学
科
教

授
）の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と

で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

堀
子
榮
氏（
千
葉
県
教
育
庁
東

葛
教
育
事
務
所
長
）は
、
①
特

別
支
援
教
育
の
担
当
者
の
人
数

　

今
年
度
第
三
回
の
言
語
文
化

研
究
所
講
演
会
が
、
松
戸
市
と

の
共
催
で
、
十
月
十
四
日（
土
）、

本
学
七
号
館
七
一
〇
一
教
室
に

お
い
て
開
か
れ
、
百
二
十
名
を

超
え
る
市
民
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
中
高
年
者
の
運

動
と
栄
養 

―「
骨
」を
意
識
し
て
、

動
い
て
食
べ
て
健
康
に
！！
―
」。

本
研
究
所
が
当
面
の
課
題
と
し

て
い
る〈
危
機
情
報
と
そ
れ
を

伝
え
る
言
語
〉の
人
体
版
で
す
。

講
師
に
は
、
運
動
栄
養
学
・
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
が
専
門
の
筑
波

大
学
准
教
授 

麻お

み見
直
美
氏
が

今
回
は
、
初
参
加
の
本
学
を
含

め
全
十
大
学
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
学
は「
保
育
」「
食
育
」を

テ
ー
マ
に
松
戸
市
の
子
育
て
支

援
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
取
材
を
行
い
、六
月
二
十
九
日

（
木
）付
の
千
葉
日
報
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
松
戸
市
役
所
や
、

松
戸
市
と
協
働
で
製
作
し
た

「
食
育
か
る
た
」を
使
っ
て
い
る

保
育
所
を
訪
ね
る
な
ど
、
何
度

も
取
材
を
重
ね
て
記
事
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
講
評
で
は
、「
内
容

の
一
貫
性
」「
取
材
に

基
づ
い
た
説
得
力
の

あ
る
内
容
」「
取
り
組

み
姿
勢
」
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
し

た
学
生
か
ら
は「
取

材
し
た
情
報
を
表
現

す
る
こ
と
の
難
し
さ

を
学
ん
だ
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

【
八
潮
こ
ど
も
夢
大
学

in
聖
徳
大
学
】

　
「
八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
in
聖

徳
大
学
」
Ⅰ
期
が
十
月
七
日

（
土
）に
、
Ⅱ
期
が
十
一
月
十
八

日（
土
）に
開
催
さ
れ
、
八
潮
こ

ど
も
夢
大
学
の
学
生
た
ち
が
来

校
。
開
講
式
に
続
い
て
の
体
験

授
業
は
、
Ⅰ
期
・
Ⅱ
期
と
も
そ

れ
ぞ
れ
三
班
に
分
か
れ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

児
童
学
科
の
岡
本
尚
志
講
師

に
よ
る「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で

車
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
て
み

よ
う
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
期
）で
は
、チ
ー

ム
毎
に
一
台
の
車
型
ロ
ボ
ッ
ト

を
、
Ｐ
Ｃ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
よ
り
操
作
し
、
右
左
折
を
繰

り
返
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
と
真
剣
に
向
き

合
う
学
生
た
ち
の
姿
は
、
研
究

者
そ
の
も
の
。
試
行
錯
誤
の
結

果
ロ
ボ
ッ
ト
が
ゴ
ー
ル
に
達
す

る
と
、
各
所
か
ら
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

演
奏
学
科
の
山
本
真
理
子
教

授
に
よ
る「
打
楽
器
の
不
思
議

～
叩
い
て
元
気 

明
る
い
こ
ど

も
～
」（
Ⅰ
期
）で
は
、リ
ズ
ム
や

音
の
イ
メ
ー
ジ（
打
感
音
）な
ど

に
つ
い
て
学
び
、
様
々
な
打
楽

器
に
よ
る
演
奏
に
触
れ
た
あ
と
、

受
講
生
は
タ
ン
バ
リ
ン
な
ど
に

挑
戦
。
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

は
、平
成
二
十 

九
年
度
は
約

五
百
名
で
、そ

の
う
ち
の
約

二
十
％
が
初

め
て
担
当
す

る
教
員
で
あ

り
、
定
着
し

て
取
り
組
む

リ
ー
ダ
ー
の

育
成
が
課
題

で
あ
る
こ
と
、
②
特
別
支
援
学

校
教
員
免
許
状
保
有
率
は
ほ
ぼ

四
十
％
で
あ
り
、
認
定
講
習
受

講
等
で
保
有
率
を
高
め
た
い
こ

と
等
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

大
重
基
樹
氏（
千
葉
県
流
山

市
立
流
山
小
学
校
校
長
）
は
、

特
別
支
援
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は「
安
心
」で
あ
り
、
先
生
の
安

心
は
子
ど
も
理
解
か
ら
始
ま
る
、

保
護
者
の
安
心
は
、
学
校
は
絶

対
子
ど
も
を
見
放
さ
な
い
と
い

う
学
校
の
姿
勢
と
子
ど
も
の
今

を
正
し
く
理
解
す
る
親
の
覚
悟

か
ら
生
ま
れ
る
、
子
ど
も
の
安

心
は
、
自
分
の
居
場
所
を
見
つ

け
、
安
心
で
き
る
場
所
で
自
尊

感
情
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
自

信
が
深
ま
っ
て
い
く
、
安
心
は

連
鎖
し
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
先

生
、
学
校
で
あ
る
、
そ
し
て
障

害
と
は
支
援
を
必
要
と
す
る
個

性
で
あ
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

　

岡
田
哲
也
氏（
千
葉
県
立
流

山
高
等
学
園
校
長
）は
、
共
生

社
会
の
形
成
の
た
め
に
特
別
活

動
の
目
標
を
踏
ま
え
た
学
級
経

営
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
障
害
を
理

解
し
て
受
容
・
配
慮
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

久
保
田
健
夫
氏（
聖
徳
大
学

児
童
学
科
教
授
）は
、
発
達
障

害
の
早
期
介
入
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
幼
少
期
環
境
に
お
け
る

脳
の
遺
伝
子
の
変
化
を
紹
介
し

な
が
ら
提
案
し
ま
し
た
。

　

指
定
討
論
と
し
て
、
渡
辺
あ

け
み
氏（
千
葉
県
教
育
委
員
会

特
別
支
援
室
長
）か
ら
は
、
特

別
支
援
教
育
の
底
上
げ
方
策
、

特
別
支
援
学
級
の
担
任
の
育
成

方
法
等
に
つ
い
て
、ま
た
、腰
川

一
惠
氏（
聖
徳
大
学
児
童
学
科

教
授
）か
ら
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
質
を
高
め
る
方
策
、
安

心
の
精
度
を
あ
げ
る
方
策
等
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、フ
ロ
ア
か
ら
も
質
問
が
出

さ
れ
、シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
青
木

氏
の
間
で
活
発
に
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
・

Ｍ
・
ビ
ン
セ
ン
ト
教
授
、
中
里

菜
穂
子
准
教
授
に
よ
る「
英
語

で
算
数
で
き
ま
す
か
？
」（
Ⅰ
・

Ⅱ
期
）で
は
、Let's say these 

num
bers in English!

（
英
語
で

数
を
言
っ
て
み
よ
う
！
）と
い

う
こ
と
で
、
英
語
に
よ
る
一
億

ま
で
の
大
き
な
数
字
の
表
現
や
、

加
減
乗
除

の
計
算
式

の
読
み
方
、

分
数
の
表

現
な
ど
に

つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

保
育
科
の
北
沢
昌
代
准
教
授

に
よ
る「
ぴ
か
ぴ
か
お
絵
か
き
」

（
Ⅱ
期
）で
は
、
学
生
た
ち
が
色

と
り
ど
り
の
光
源
を
持
っ
て
動

か
し
た
そ
の
軌
跡（
残
像
）を
撮

影
し
て
表
現
す
る「
ラ
イ
ト
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
」を
行
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
描
い
て
見
事
に
仕

上
が
っ
た
数
々
の
ア
ー
ト
を
見

て
、
学
生
た
ち
は
、
満
足
そ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

招
聘
さ
れ
ま
し
た
。

　
〈
骨
の
健
康
をkey

と
し
た

健
康
管
理
が「
體
」を
つ
く
る
〉

と
い
う
主
題
の
下
、
骨
の
健
康

度
チ
ェ
ッ
ク
、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
判

定
、
健
康
作
り
の
た
め
の
三
原

則（
栄
養
・
運
動
・
休
養
）、
骨
の

健
康
に
関
係
す
る
日
常
生

活
、
骨
の
健
康
に
関
係
す

る
栄
養
素
、
定
期
的
に
体

重
を
測
る
意
味
、パ
ー
フ
ェ

ク
ト
栄
養
型
の
食
事
、
骨

粗
鬆
症
の
治
療
時
に
推
奨

さ
れ
る
食
品
／
過
剰
摂
取

を
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
食

品
、
骨
の
健
康
に
関
す
る
様
々

な
因
子
、
日
常
生
活
と
運
動
、

な
ど
な
ど
、
中
高
年
者
の
健
康

に
関
す
る
大
切
な
事
項
を
、一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
、
詳
し
い
デ
ー

タ
を
示
さ
れ
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
話
し
ま
し
た
。

泉優香さん、花井直子さん

講師の麻見直美氏

聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所

松
戸
市

松
戸
学
官
連
携
推
進
講
演
会

共
催

「
中
高
年
者
の
運
動
と
栄
養 

―「
骨
」を
意
識
し
て
、動
い
て
食
べ
て
健
康
に
！！
―
」

大学生記者が取材・編集する紙面
「CHIBA University Press」で

優秀賞を受賞

青木隆一氏による
基調講演

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学

開校式 学生全員で記念撮影

プログラミングに真剣に向き合う学生たち

英語で算数を学びます

様々な打楽器の演奏を披露

光で作ったアート

シンポジウム

聖
徳
大
学
・
千
葉
県
教
育
委
員
会
共
催

「
特
別
支
援
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」
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平
成
二
十
九
年
度
日
展（
改

組 

新 

第
四
回
日
本
美
術
展
覧

会
）に
お
い
て
、
文
学
部
文
学

科
の
岩
井
秀
樹
教
授
が
特
選
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
展
は
、
文
展
創
立
か
ら
帝

展
を
経
て
百
十
年
、
芸
術
界
で

は
最
も
権
威
が
あ
っ
て
知
名
度

も
高
く
、特
に
書
道
の
分
野
で
は
、

国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
公
募
展
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

全
国
の
名
だ
た
る
書
家
が
入
選

を
目
指
し
て
凌
ぎ
を
削
っ
て
い

ま
す
が
、
入
選
率
は
わ
ず
か
に

10
％
前
後
と
い
う
難
関
で
す
。

　

今
年
度
の
書
の
分
野
で
の
応

募
総
数
は
、
八
千
四
百
五
十
七

点
、
そ
の
う
ち
入
選
者
は
12
％

の
千
二
十
八
点
、
さ
ら
に
特
選

に
至
っ
て
は
、
0.1
％
の
十
作
品

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

岩
井
教
授
は
、
二
十
代
よ
り

三
十
三
回
の
入
選
を
重
ね
、
今

回
め
で
た
く
特
選
の
栄
誉
を
得

た
わ
け
で
す
が
、
夏
に
行
わ
れ

た
読
売
書
法
展
で
も
、
二
度
目

の
準
大
賞（
理
事
・
審
査
員
を
対

象
と
し
た
賞
）を
受
け
て
お
り
、

岩
井
教
授
の
作
品
が
日
本
の
書

道
界
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
展
は
、
十
二
月
十
日（
日
）

ま
で
国
立
新
美
術
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

本
学
協
定
校
ハ
ワ
イ
大
学
カ

ピ
オ
ラ
ニ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ

ジ
の
元
教
授
、リ
ン
ダ
・
フ
ジ
カ

ワ
先
生
を
学
生
寮「
相
模
台
寮
」

に
迎
え
、
十
月
二
十
二
日（
日
）、

寮
生
た
ち
と
の
交
流
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

寮
生
た
ち
は
、
初
め
こ
そ
慣

れ
な
い
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
戸
惑
っ
て
い
た
も
の

の
、
豊
か
な
教
授
経
験
を
持
つ

リ
ン
ダ
先
生
の
大
ら
か
で
優
し

い
笑
顔
に
緊
張
も
解
け
、
言
葉

を
超
え
て
互
い
の
距
離
が
縮
ま

る
ま
で
に
時
間
は
か
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

食
後
は
、リ
ン
ダ
先
生
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
が

行
わ
れ
、
寮
生
た
ち
か
ら
は
ダ

ン
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
。
英
語
・
日
本
語
交
じ
り

の
、
楽
し
く
大
変
有
意
義
な
時

間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

相
模
台
寮
で
異
文
化
交
流

～
ハ
ワ
イ
大
元
教
授
を
迎
え
て
交
流
会
を
開
催
～

特選受賞作品「九条良経 秋の歌」（巻物の一部）
　

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

九
月
二
十
八
日（
木
）の
昼
休
み

に
、
現
在
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
保
育
園
で
活
躍
し
て
い
る
、

聖
徳
大
学
大
学
院
修
了
生
の
谷

島
直
樹
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

　

聖
徳
大
学
心
理
・
福
祉
学
部 

社
会
福
祉
学
科
を
卒
業
し
、
現

在
養
護
教
諭
四
年
目
で
千
葉
市

立
登
戸
小
学
校
に
勤
務
の
長
谷

川
淑
子
さ
ん
が
、
自
身
の
出
身

高
校
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま

し
た
。

　

十
月
三
日（
火
）、
県
立
千
葉

女
子
高
等
学
校（
山
﨑
成
夫
校

長
、
千
葉
市
稲
毛
区
）に
平
成

二
十
六
年
度
開
設
さ
れ
た
教
員

基
礎
コ
ー
ス
の
一
年
生
を
対
象

と
す
る「
教
育
体
験
Ⅰ
」の
授
業

　

本
学
人
間
栄
養
学
部
一
年
の

松ま
つ

波な
み

愛あ
い

里り

さ
ん
が
、
第
二
十
五

回
世
界
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
選
手
権
大
会（
於
ブ
ル
ガ

リ
ア
共
和
国 

ソ
フ
ィ
ア
、
会

期
十
一
月
十
六
日
～
十
九
日
）

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

松
波
さ
ん
は
、
五
月
に
行
わ

れ
た
第
四
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
競
技
年
齢
別
選
手
権
大
会

（
兼
世
界
年
齢
別
選
手
権
大
会

日
本
代
表
選
考
会
、於
前
橋
市
）

女
子
十
七
～
二
十
一
歳
の
部
で

見
事
優
勝
し
、
今
回
の
世
界
大

会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
出
発
を
目

前
に
控
え
た
十
一
月
七
日（
火
）、

松
波
さ
ん
は
、
川
並
弘
純
学
長

を
表
敬
訪
問
。
川
並
学
長
は
、

「
力
を
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」と
激
励
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
松

波
さ
ん
は
、「
せ
っ
か
く
頂
け
た

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
誰
で
も
行

け
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
こ
の

大
会
に
合
わ
せ
て
調
整
し
、
自

分
の
演
技
が
し
っ
か
り
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
大
会

に
向
け
て
の
抱
負
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

カ
ー
と
し
て
招
き
、
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

　

谷
島
さ
ん
は
聖
学
院
大
学
を

卒
業
後
、
日
本
の
富
士
見
保
育

所
で
七
年
間
勤
め
、
そ
の
後
聖

徳
大
学
大
学
院
で
修
士
号
を

取
得
。
三
十
歳
の
と
き
に
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
渡
航
し
、
現

在
は
現
地
の
保
育
園
専
従
の
保

育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
六
十
名
近
く
の
学

生
や
教
員
が
集
ま
り
、セ
ン
タ
ー

が
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
谷
島

さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

の
経
験
や
、
海
外
で
保
育
士
と

の
一
環
と
し
て
、

千
葉
県
教
育
委

員
会
主
催
の「
教

員
っ
て
い
い
も

ん
だ
」が
行
わ
れ
、

長
谷
川
さ
ん
が

登
壇
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
教
師
の
魅

力
や
教
員
の
職
務
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
自
身
の
体
験
を
交
え

て
講
演
。
学
生
時
代
に
心
が
け

て
お
く
こ
と
と
し
て
、「
黙
々
と

勉
強
す
る
だ
け
で
は
な
く
、ボ

な
る
方
法
に
つ
い
て
詳
し
い
情

報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
保

育
士
と
し
て
働
く
た
め
に
受
験

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
英
語
の

試
験
に
つ
い
て
と
、
さ
ら
に
そ

の
一
方
で
、
現
地
に
存
在
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
異
文
化
を
持
っ
た

人
た
ち
が
特
有
の
英
語
を
使
っ

て
働
い
て
い
る
の
で
、
完
璧
な

英
語
を
話
す
必
要
は
な
い
こ
と

な
ど
、
心
強
い
情
報
も
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
経
験
を
積
み
重
ね
て
、
海
外

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
ほ

し
い
」な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

し
っ
か
り
と
ノ
ー
ト
を
取
り
な

が
ら
、
生
き
生
き
と
話
す
長
谷

で
の
保
育
士
と
い
う
仕
事
に
た

ど
り
着
い
た
谷
島
さ
ん
か
ら
の
、

「
皆
と
同
じ
道
に
進
む
必
要
は

な
い
。違
う
道
に
そ
れ
た
と
思
っ

て
も
、
ず
っ
と
歩
い
て
い
る
と

そ
の
道
を
歩
い
て
い
る
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
会
う
こ
と
が
で

き
る
。
自
分
の
選
択
し
た
道
も
、

素
晴
ら
し
い
道
で
あ
る
こ
と
も

あ
る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
お
話
は
、
今
後
海
外

で
活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち

に
は
、
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
選
択
肢
を
増
や
し
、
世

界
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

准
教
授　

中
里 

菜
穂
子
）

川
さ
ん
の
姿
に
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
進

路
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

の
学
習
や
学
生
生
活
に
役
立
て

ら
れ
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
保
育
士
に
な
る
！

聖
徳
大
学
大
学
院
修
了
生

谷
島
直
樹
さ
ん
の
お
話

教
員
と
し
て
活
躍
す
る
聖
徳
大
学
卒
業
生

長
谷
川
淑
子
さ
ん
が
出
身
高
校
で
講
演

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

世
界
年
齢
別
大
会
出
場
の

松
波
さ
ん
が
川
並
学
長
を

表
敬
訪
問

岩
井
秀
樹
教
授
が

日
展
で
特
選
受
賞

岩井教授 受賞作品の前で
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十
月
十
四
日（
土
）に
千
葉

ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た

「
第
五
十
二
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
関
東
大
会
」に
本
校
の

中
高
の
バ
ト
ン
部
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

こ
の
関
東
大
会
は
全
国
出
場

前
の
と
て
も
大
き
な
山
と
し
て
、

毎
年
、
生
徒
の
前
に
立
ち
は
だ

か
り
ま
す
。
県
大
会
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
精
鋭
の
中
で
、
上
位

に
食
い
込
む
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
部
員
が

｢

関
東
大
会
は
全
国
大
会
よ
り

も
緊
張
す
る｣

と
言
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
今
ま
で
に
関
東

で
見
た
こ
と
の
な
い
チ
ー
ム
が

他
県
か
ら
出
場
し
て
い
た
た
め
、

本
番
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

県
大
会
を
く
ぐ
り
抜
け
た
後
の

練
習
は
、
い
つ
も
以
上
に
ピ
リ

リ
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

中
学
生
チ
ー
ム
も
高
校
生

チ
ー
ム
も
、各
々
の
真
剣
な
思
い

が
衝
突
し
て
し
ま
い
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
陰
り
が
見
え
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。コ
ー
チ
の

方
々
か
ら
も
厳
し
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
、
大
会
へ
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
る
中
で
の
衝
突
は
、

ど
の
生
徒
に
と
っ
て
も
辛
い
も

の
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で

も
歯
を
く
い
し
ば
り
、
当
日
は

一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
精
一

杯
の
演
技
を
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力
も

あ
り
、
千
葉
県
全
体
で
各
校
の

応
援
を
し
合
っ
た
た
め
、
会
場

は
と
て
も
良
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。演
技
が
終
わ
っ

た
瞬
間
に
泣
き
出
し
て
し
ま
う

生
徒
を
見
て
い
て
、
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も

全
国
出
場
に
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
高
校
生
は
金
賞
を
獲
得

し
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。ど
ん
な
結
果
だ
と
し
て
も
、

生
徒
た
ち
が
感
じ
た
こ
と
、
経

験
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
無
駄

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
の

全
国
大
会
に
期
待
を
寄
せ
つ
つ
、

残
り
の
検
定
試
験
や
チ
ー
ム
コ

ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
、
中
学
生

の
活
動
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

関
東
大
会
金
賞

バ
ト
ン
部
高
校
生
チ
ー
ム

全
国
大
会
出
場
決
定
! !

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
に
こ
に
こ
祭
り

（
文
化
祭
）開
催

　

十
一
月
三
日（
金
・
祝
）、爽
や

か
な
秋
晴
れ
の
中
、専
門
学
校
と

三
田
幼
稚
園
合
同
の
聖
徳
に
こ

に
こ
ま
つ
り（
文
化
祭
）を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、保
護
者
、

卒
園
生
、専
門
学
校
卒
業
生
、高

校
生
、園
児
等
、多
く
の
方
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
一
年
生
は
、児
童
文

化
Ⅱ
、Ⅱ
～
１
・
２
の
授
業
で
学

ん
だ
人
形
劇
・
紙
芝
居
・
手
遊
び

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
披
露
す

る「
児
童
文
化
研
究
発
表
会
」、児

童
文
化
Ⅲ
、Ⅲ
～
２
の
授
業
で
学

ん
だ
折
り
紙
を
生
か
し
た「
作
品

展
」、日
ご
ろ
の
成
果
を
企
画
に

反
映
し
た「
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」、

廊
下
・
壁
面
・
階
段
等
の
装
飾
を

行
い
ま
し
た
。

　

あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
で
は
、学
校

内
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探
す
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、ボ
ー
リ
ン
グ

や
宝
探
し
を
学
生
が
企
画
・
運
営

し
ま
し
た
。
景
品
を
も
ら
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
人
形

劇
で
は
、学
生
た
ち
が
前
日
遅
く

ま
で
練
習
を
し
て
い
た
の
で
、当

日
の
発
表
で
は
子
ど
も
た
ち
も

楽
し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

二
年
生
も
、運
営
以
外
に
校
内

の
装
飾
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
担
当
し
、子
ど
も
た
ち
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

に
こ
に
こ
ま
つ
り
を
通
し
て
、

学
生
た
ち
は
ま
た
一
つ
成
長
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

聖
徳
大
学
は
、
十
一
月
十
一

日（
土
）、「
高
校
生
の
体
験
発
表

会
」を
香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

で
開
催（
後
援
：
千
葉
県
教
育

委
員
会
、
千
葉
県
高
等
学
校
長

協
会
）。
千
葉
県
内
の
公
立
高

校
十
八
校
、
本
学
附
属
二
校
の

計
二
十
高
校
と
中
学
一
校（
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
参
加
し
、

社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
に
関

す
る
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
高

校
側
の
集
計
で
は
、
来
場
者
は

約
三
百
五
十
名
。
生
徒
た
ち
の

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
見
事
な
発
表
に
、

審
査
員
か
ら
賞
賛
の
声
が
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
聖
徳
大
学
長
賞
は
、

千
葉
県
立
柏
の
葉
高
等
学
校

（「
利
根
運
河
の
水
質
と
水
生
生

物
の
調
査
報
告
」）が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
様
々
な
社
会

貢
献
活
動
を
進
め
る
高
校
生
に

対
し
て
、
大
学
が
そ
の
発
表
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
高
校

生
の
活
動
を
応
援
で
き
れ
ば
と

考
え
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
校
と
発
表
内
容
は
、
表

の
通
り（
発
表
順
）。

学校名 発表内容 受賞内容

千葉県立船橋豊富高等学校 生徒会・JRCユネスコ部の取り組み 聖徳大学心理・福祉学部長賞

千葉県立我孫子高等学校 マレーシア派遣　成果発表 聖徳大学文学部長賞

聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 取手聖徳児童保育進学コースでの学び 優秀賞

松戸市立松戸高等学校 市松 cosmos 半径5 km内の地域貢献活動 松戸商工会議所会頭賞

千葉県立小金高等学校 私とボランティア 聖徳大学学生部長賞

千葉県立船橋東高等学校 「文武両道」～二兎追って二兎を得よ～ 聖徳大学学生部長賞

千葉県立国分高等学校 地域貢献事業等の体験学習 ～ふれあい交流事業を中心に～ 優秀賞

千葉県立鎌ヶ谷西高等学校 Think globally ⇔ Act locally 聖徳大学心理・福祉学部長賞

聖徳大学附属女子高等学校 現代の幼児教育の実情について 聖徳大学副学長賞

千葉県立松戸高等学校 地域貢献活動の軌跡 聖徳大学音楽学部長賞

千葉県立船橋芝山高等学校 科学研究部生物班の活動について 聖徳大学人間栄養学部長賞

千葉県立東葛飾高等学校 体温、血圧、脈拍からみる足浴の効果 聖徳大学副学長賞

千葉県立船橋北高等学校 地域とともに 優秀賞

千葉県立柏の葉高等学校 利根運河の水質と水生生物の調査報告 聖徳大学長賞

千葉県立佐倉東高等学校 家庭クラブ活動 優秀賞

船橋市立船橋高等学校 市立船橋アスリートウォーターの軌跡 聖徳大学看護学部長賞

千葉県立市川南高等学校 保育分野での地域との連携 聖徳大学児童学部長賞

千葉県立松戸馬橋高等学校 小・中学校での学習ボランティアを体験して 聖徳大学児童学部長賞

千葉県立千葉女子高等学校 千葉女子高校　家庭クラブ活動 聖徳大学人間栄養学部長賞

千葉県立柏陵高等学校（パネル発表のみ） 地域と共に…「柏陵高校！」 優秀賞

千葉県立東葛飾中学校（エキシビジョン） 柏市を支える後継者を！ ― 柏市と後継者問題― 特別賞

柏の葉高校の発表

出場者全員で

　

多
年
に
わ
た
り
栄
養
士
の
養
成
に
貢

献
し
た
と
し
て
、九
月
二
十
八
日（
木
）、

平
成
二
十
九
年
度
千
葉
県
栄
養
改
善
大

会
に
お
い
て
千
葉
県
知
事
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
栄

養
士
養
成
施
設
に
お

い
て
教
育
に
尽
力
し
、

多
大
な
貢
献
を
し
た

と
し
て
、十
一
月
三
日

（
金
・
祝
）、一
般
社
団
法

人
全
国
栄
養
士
養
成
施

設
協
会
会
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

千
葉
県
栄
養
改
善
大
会
に
お
け
る

栄
養
改
善
関
係
功
労
者
知
事
表
彰

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

人間栄養学部
人間栄養学科

今井 悦子
教授

人間栄養学部
人間栄養学科

横井 克彦
教授

聖
徳
大
学
主
催

「
高
校
生
の
体
験
発
表
会
」を
開
催
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教
育
課
程
特
例
校
指
定
を
受

け
て
実
施
し
て
い
る
取
手
聖
徳

の「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」で
は
、
職

業
観
・
勤
労
観
の
育
成
だ
け
で

は
な
く
総
合
的
な
人
間
教
育
・

女
子
教
育
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
社
会
ス
キ
ル

や
心
の
教
育
も
盛
り
込
も
う
と
、

昨
年
度
か
ら
い
く
つ
か
の
新
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
加
え
て
い
ま
す
。

先
日
、
そ
の
一
つ「
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
」の
授
業
を
四
年
生
対
象
に

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

去
る
十
月
八
日（
日
）・

九
日（
月
・
祝
）、『
き
ら

め
け
☆
青
春color

～

輝
く
虹
色
パ
レ
ッ
ト
～
』

を
テ
ー
マ
に
、
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
も
と
、「
第

三
十
五
回
聖
徳
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
千
三
百
人
近

い
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
テ
ー
マ
の
通

り
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
生
徒
た
ち

の
姿
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
聖
徳
祭
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

生
徒
た
ち
の
活
躍
が
光
り
、“
生

徒
た
ち
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
生

徒
の
た
め
の
文
化
祭
”、“
取
手

聖
徳
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
文
化
祭
”を
作
り
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
明
和
会
主
催
の
装
飾

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
力
作
で
、

聖
徳
祭
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
今
後
も「
和
」の
精
神

に
則
り
、
生
徒
と
と
も
に
研
鑽

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」と
言
っ
て

も
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
中
心
ス
キ
ル
で
あ
る
傾
聴

の
技
法
を
知
り
、
日
頃
の
友
人

と
の
会
話
や
、
と
り
わ
け
相
談

を
受
け
た
と
き
な
ど
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
生
徒
か
ら
は
、

「
最
近
友
人
か
ら
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
び
に

力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
今
回
話
を
聞

け
て
良
か
っ
た
」「
相
手
の
話
を

最
後
ま
で
聞
い
て
か
ら
思
っ
た

こ
と
を
言
う
よ
う
に
し
た
い
。

相
手
の
気
持
ち
を
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」の
プ
ロ
グ
ラ

ム
例
や
そ
の
ね
ら
い
に
つ
い
て

は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
バ
ナ
ー「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
活
動
の
内

容
や
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

四
年
生
対
象　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
～
傾
聴
の
技
法
～

第35回 聖徳祭
『きらめけ☆青春color～輝く虹色パレット～』

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
会
を

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
つ
き
の
経
験
が
な
い
子

ど
も
は
、
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

し
な
が
ら
参
加
し
、
園
庭
に
用

意
さ
れ
た
臼
や
杵
を
見
て
不
思

議
そ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
目
の
前
で
お
も
ち
に
な
っ

て
い
く
の
を
見
る
と「
わ
ぁ
す

ご
い
」「
の
び
て
る
」「
な
ん
で
だ

ろ
う
」「
い
い
匂
い
」と
目
を
輝

か
せ
て
は
、
つ
き
あ
が
っ
た
も

ち
を
見
て
大
喜
び
し
て
い
ま
し

た
。
事
前
に
も
ち
米
と
日
頃
頂

い
て
い
る
米
と
の
違
い
を
知
り
、

期
待
が
持
て
る
よ
う
に
し
て
い

た
事
で
、
理
解
も
深
ま
っ
て
い

る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
つ
き
を
満
喫
し
た
後
は
、

つ
き
た
て
の
も
ち
を
給
食
で
頂

き
ま
す
。「
や
っ
た
」「
い
っ
ぱ
い

食
べ
よ
う
」と
友
達
と
話
し
な

が
ら
、
好
き
な
お
も
ち
を
い
く

つ
も
お
か
わ
り
す
る
姿
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
お
も
ち
の
出
来

る
ま
で
の
行
程
や
、
つ
き
あ
が

っ
た
も
ち
を
丸
め
た
り
、
ち
ぎ

っ
た
り
、
手
の
ひ
ら
で
丸
め
た

り
す
る
様
子
が
印
象
的
な
よ
う

で
、
実
際
に
お
も
ち
を
頂
き
な

が
ら
、
夢
中
で
話
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
、
よ
い
経
験
が
で

き
る
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
学
期
毎
、
保

護
者
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち
の

幼
稚
園
で
の
様
子
を
見
て
い
た

だ
く「
保
育
参
観
」を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

二
学
期
の
参
観
は
、
制
作
を

し
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

三
歳
児
は
、
折
り
紙
を
使
っ

た
制
作
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

教
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

途
中
で
あ
き
ら
め
ず
、一
人
で
最

後
ま
で
折
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

折
り
紙
で
折
っ
た「
家
」を
制
作

帳
に
貼
る
と
、「
で
き
た
！！
」「
見

て
！！
」と
、
大
喜
び
の
子
ど
も
た

ち
で
す
。
入
園
当
初
は
座
っ
て

い
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
、
落
ち
つ
い
て
席
に
つ
き
制

作
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

四
歳
児
は
、
は
さ
み
を
使
っ

た
制
作
を
行
い
ま
す
。
は
さ
み

の
扱
い
方
、
紙
の
持
ち
方
が
上

手
に
な
っ
て
き
て
い
る
二
学
期

は
切
り
込
み
の
入
れ
方
に
よ
っ

て
模
様
が
変
わ
る「
切
り
起
こ

し
」を
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
違

う
模
様
に
な
る
こ
と
に
大
変
興

味
を
持
ち
、
参
観
後
も
自
由
に

作
っ
て
見
せ
合
い
喜
ん
で
い
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

五
歳
児
は
、
折
り
紙
を
交
互

に
通
し
て
模
様
を
作
る「
ウ
ィ

ビ
ン
グ
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
と
て
も
集
中
し
て
取
り
組

む
姿
は
、
年
長
児
ら
し
い
落
ち

着
き
ぶ
り
で
す
。
通
し
方
や
、色

合
い
を
考
え
出
来
上
が
る
と

「
き
れ
い
に
で
き
た
！！
」と
大
満

足
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

参
観
終
了
後
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、「
一
学
期
で
は
で

き
な
か
っ
た
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
う
れ
し
く
思
う
」「
幼
稚

園
の
こ
と
を
家
で
も
話
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」「
友

だ
ち
と
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
姿

が
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
様
子
、

ク
ラ
ス
の
先
生
や
友
達
と
の
関

わ
り
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
を

見
て
い
た
だ
け
る
機
会
に
な
っ

て
い
る
保
育
参
観
で
す
。

保
育
参
観

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

楽
し
い
も
ち
つ
き
会

　

十
月
二
十
一
日

（
土
）、
二
十
二
日

（
日
）に
第
三
十
二

回
聖
徳
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
音
楽

委
員
会
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
会
場

に
鳴
り
響
き
、
三 

百
三
十
七
名
の
児

童
の
拍
手
と
と
も

に
聖
徳
祭
の
幕
が

上
が
り
ま
し
た
。

日
曜
日
に
は
、
荒

天
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
千
三
百
名
を

超
え
る
お
客
様
に

ご
来
校
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た

輝
く
瞳
が
集
ま
る

の
が
附
属
小
の
聖
徳
祭
で
す
。

本
校
の
総
合
学
習
活
動
の
中
で

も
全
校
で
取
り
組
む
最
も
大
き

な
行
事
の
一
つ
で
、
子
ど
も
た

ち
の
心
の
中
に
深
く
刻
み
こ
ま

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。全
校
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
、
開
校
当
時
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
本
校
の
伝
統
が
ま

た
一
つ
、
新
た
に
積
み
上
が
り

ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
何
か
に
打
ち
込
み
、

そ
れ
を
達
成
で
き
た
時
の
満
足

感
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

何
か
を
作
り
上
げ
る
喜
び
。

日
々
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら

児
童
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

心
が
一
つ
に
な
っ
た
聖
徳
祭

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
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聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

「
い
か
の
お
す
し
」

―
防
犯
訓
練
―

　

幼
稚
園
で
は
年
に
一
回「
防

犯
訓
練
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
ま
ず
、
保
育
室
や
園

庭
で
遊
ん
で
い
る
最
中
に
不
審

者（
警
察
の
方
）が
侵
入
し
て
き

た
設
定
で
、訓
練
を
し
ま
す
。
子

ど
も
も
教
職
員
も
訓
練
が
あ
る

こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
訓
練
が
始
ま
る
と
、
緊
張

感
が
走
り
、
楽
し
く
遊
ん
で
い

た
子
ど
も
も
さ
っ
と
静
か
に
な

り
、
教
師
の
誘
導
で
安
全
な
場

所
に
逃
げ
ま
す
。
そ
の
後
遊
戯

室
に
集
ま
り
、
警
察
官
の
手
作

り
の
車
か
ら
不
審
者
が
代
表
の

子
ど
も
に
声
を
掛
け
、
連
れ
込

も
う
と
す
る
設
定
で
大
き
な
声

を
出
し
て
助
け
を
呼
ぶ
訓
練
を

し
た
り
、ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に「（
知

ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
）い
か

な
い
、（
知
ら
な
い
人
の
車
に

は
）の
ら
な
い
、（
知
ら
な
い
人

　

十
月
五
日(

木)

に
、
第
十
四

回「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
オ
ー
プ
ン

キ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
」が
聖
徳

大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
の
小

畑
秀
樹
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
）お
お
き
な
声
を
出
す
、
す

ぐ
に
逃
げ
る
、（
ま
わ
り
の
人
や

保
護
者
に
）し
ら
せ
る
」の
文
字

を
取
っ
た「
い
か
の
お
す
し
」と

い
う
言
葉
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
訓
練
を
受
け
る
前
は「
知

ら
な
い
人
に
連
れ
て
行
か
れ
そ

　

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
オ
ー
プ
ン

キ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
未
就

園
児
の
親
子
で
も
楽
し
め
る
活

動
を
毎
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
未
就
園
児
の
親
子

と
在
園
児
の
保
護
者
に
参
加
い

た
だ
き
、「
日
本
の
う
た
を
愉
し

み
ま
し
ょ
う
」と
い
う
テ
ー
マ

で
、
小
畑
先
生
が
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
板
倉
寿
美
子
さ
ん
の
伴
奏
に

合
わ
せ
、
た
く
さ
ん

の
日
本
の
う
た
を

歌
っ
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
幼
稚
園

の
全
園
児
も
一
緒

に
参
加
し
、「
ま
っ

か
な
秋
」
や「
さ
っ

ち
ゃ
ん
」「
し
ゃ
ぼ

ん
玉
」と
い
っ
た
童

揺
や
唱
歌
、
後
半
は
、

歌
曲
を
う
た
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
全

う
に
な
っ
て
も
、

僕
は
強
い
か
ら

や
っ
つ
け
ら
れ

る
よ
！
」と
言
っ

て
い
る
子
ど
も

も
い
ま
す
が
、

訓
練
を
経
て
、

大
人
の
力
の
強

さ
が
分
か
り
、

「
大
き
な
声
を

出
す
と
み
ん
な

が
助
け
て
く
れ

る
ん
だ
よ
ね
」

と
言
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。
担

任
た
ち
は
身
を

守
る
た
め
の
手

段
だ
け
で
は
な

く
、「
必
ず
先
生

や
ま
わ
り
の
大

人
が
守
っ
て
く
れ
る
」と
い
う

安
心
感
を
持
つ
こ
と
も
知
ら
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
訓
練
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
有
意
義

な
訓
練
に
な
る
よ
う
に
計
画
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

員
で「
ふ
る
さ
と
」を
う
た
い
ま

し
た
。

　

先
生
が
、
一
曲
う
た
う
毎
に

ス
ク
リ
ー
ン
に
絵
や
写
真
を
写

し
、
歌
詞
の
説
明
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
わ
ら
い
か
わ
せ

み
に
話
す
な
よ
」の
歌
で
カ
ワ

セ
ミ
の
鳴
き
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
小
畑
先
生
の
遊

戯
室
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
歌

声
に
驚
い
た
り
、
園
児
た
ち
は

興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
に

と
っ
て
は
、
自
分
が
子
ど
も
の

頃
に
歌
っ
た
り
聞
い
て
い
た
曲

が
多
か
っ
た
の
で
懐
か
し
さ
も

感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

先
生
の
声
や
ピ
ア
ノ
の
音
色
に

心
が
癒
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し

た
。
園
児
た
ち
も
本
物
の
音
楽

に
触
れ
、
芸
術
の
秋
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

九
月
三
十
日（
土
）、秋
晴
れ
の

空
に
万
国
旗
が
美
し
く
は
た
め

く
中
、秋
季
大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
野
外
で
で
き
る
総

合
的
な
表
現
活
動
」の
ね
ら
い
の

も
と
、各
学
年
の
発
達
段
階
に
合

わ
せ
た
遊
戯
や
競
技
を
行
い
ま

し
た
。

　

満
三
歳
児
は
多
く
の
お
客
様

に
圧
倒
さ
れ
泣
い
て
し
ま
う
園

児
が
い
ま
し
た
が
、小
さ
な
身
体

を
思
い
き
り
動
か
し
て
参
加
し
、

温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
歳
児
は
様
々
な
運
動
あ

そ
び
を
通
じ
て
、身
体
を
動
か
す

　

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

で
は
、三
年
前
か
ら「
子
ど
も
が

遊
び
た
く
な
る
環
境
と
か
ら
だ

づ
く
り
～
運
動
遊
び
を
通
し
て

～
」を
テ
ー
マ
に
園
児
た
ち
が

自
ら
体
を
動
か
し
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
す
る
心
を
育
む

運
動
遊
び
と
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
園
は
は
だ
し
教
育
で
、一
年

中
は
だ
し
に
草
履
・
ビ
ー
チ
サ

ン
ダ
ル
で
過
ご
す
園
児
も
い
ま

す
。
足
の
指
で
蹴
り
だ
す
力
や

物
を
掴
む
力
も
付
い
て
き
て
い

ま
す
。

　

昨
年
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
育
て

る
遊
具「
ゆ
ら
ゆ
ら
ロ
ー
プ
」

「
ゆ
ら
ゆ
ら
ブ
ラ
ン
コ
」を
設
置

し
て
一
年
、遊
び
方
に
も
変
化

　

十
月
十
九
日（
木
）五
歳
児
松

組
の
園
児
が
遠
足
に
出
か
け
ま

し
た
。
場
所
は「
葛
西
臨
海
水
族

園
」で
す
。
前
日
か
ら
心
配
を
し

て
い
た
天
気
は
園
児
た
ち
が
作

っ
た
て
る
て
る
坊
主
の
効
き
目

も
む
な
し
く
、雨
天
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
に
保
護
者
の
方
と
登

園
し
、は
と
バ
ス
に
乗
っ
て
出
発

で
す
。
バ
ス
の
中
で
は
歌
を
歌

っ
た
り
、ク
イ
ズ
を
し
た
り
、バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
を
静
か
に

聞
く
な
ど
、楽
し
い
中
に
も
し
っ

か
り
と
五
歳
児
松
組

ら
し
い
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
水
族
園
に

到
着
す
る
と
準
備
し

て
い
た
色
と
り
ど
り

の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を

着
て
、バ
ス
を
降
り

歩
き
ま
し
た
。
雨
が

降
っ
て
い
て
も
、嬉

し
そ
う
に
歩
く
園
児

の
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。
館
内
に
入
る

と
、様
々
な
海
の
生

き
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
、「
こ
の
魚
知
っ

て
る
」「
き
れ
い
な
魚

だ
よ
」な
ど
、自
分
が

感
じ
た
こ
と
を
先
生

や
友
達
と
言
葉
を
交

わ
し
な
が
ら
、順
路

に
沿
っ
て
見
学
を
し

ま
し
た
。
多
く
の
幼

稚
園
児
、小
学
生
な

楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
四
歳
児
は
友
達

と
心
と
力
を
合
わ
せ
る
事
、話
を

聴
く
事
や
ル
ー
ル
を
守
る
事
の

大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

が
現
れ
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
、

ゆ
ら
ゆ
ら
ロ
ー
プ
に
乗
っ
て
か

ら
だ
を
揺
ら
揺
ら
す
る
だ
け
で

し
た
が
、新
た
な
遊
び
方
に
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
年
中
、
年

ど
で
大
混
雑
し
て
お
り
ま
し
た

が
、園
児
た
ち
は
迷
子
に
な
る
こ

と
も
な
く
、ま
た
し
っ
か
り
と
公

共
の
場
で
の
約
束
を
守
り
な
が

ら
、過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
葛
西
臨
海
水
族
園
で
お

弁
当
を
食
べ
る
の
で
す
が
、雨
天

の
た
め
今
年
度
は
姉
妹
園
の
聖

徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園
に
行

き
、広
い
遊
戯
室
で
お
弁
当
を
食

べ
ま
し
た
。
雨
天
の
た
め
特
別

な
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、園

児
た
ち
は「
楽
し
か
っ
た
ね
」「
今

度
は
成
田
幼
稚
園
に
行
こ
う

ね
」と
声
を
交
わ
す
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
姉
妹
園
の
良
さ
も
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
園
外
保
育

で
し
た
。

ま
し
た
。
五
歳
児
は

競
争
心
の
高
ま
り
と

と
も
に
、一
人
ひ
と

り
考
え
な
が
ら
友
達

と
協
力
す
る
気
持
ち

が
育
ち
ま
し
た
。
マ

ス
ゲ
ー
ム
で
の
個
々

の
活
躍
が
見
え
る
よ

う
に
、上
か
ら
撮
影

し
た
全
体
像
の
写
真

を
見
る
と「
す
ご
ー

い
！
」
と
大
歓
声
が

上
が
り
、達
成
感
や

満
足
感
を
得
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
園
児
を
は
じ

め
、保
護
者
・
祖
父
母
・
卒
園
生
・

未
就
園
児
が
楽
し
め
る
構
成
と

な
っ
て
お
り
、全
員
笑
顔
で
参
加

で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
と

な
り
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
身

体
を
動
か
す
喜
び
を
味
わ
い
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」と
身
を
も
っ

て
知
り
、一
段
と
成
長
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、安
全
に
気
持

ち
よ
く
運
動
会
が
行
え
る
よ
う
、

全
教
職
員
で
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
に
努
め
ま
し
た
。
今

後
も
園
児
た
ち
が
主
体
的
に
笑

顔
あ
ふ
れ
る
経
験
が
で
き
る
よ

う
環
境
づ
く
り
や
保
育
内
容
を

考
え
、邁
進
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

長
の
園
児
の
中
に「
先
生
！
見

て
!!!
」「
上
に
タ
ッ
チ
で
き
た

よ
」得
意
満
面
の
笑
み
で
呼
び

か
け
る
そ
の
姿
は
、足
の
親
指

と
人
差
し
指
で
ロ
ー
プ
を
挟
み

両
手
を
使
い
ロ
ー
プ
登
り

を
す
る
園
児
で
し
た
。
楽

し
ん
で
遊
ぶ
事
で
基
礎
体

力
も
培
わ
れ
、創
造
的
に

遊
び
を
広
げ
て
い
く
力
も

育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
が
下
の
園
児
に
対

し
て
も
、ル
ー
ル
を
知
ら

せ
た
り
や
ア
ド
バ
イ
ス
し

な
が
ら
補
助
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
す
。
心
も
か
ら
だ

も
ぐ
ん
ぐ
ん
育
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
園
児

と
一
緒
に
運
動
遊
び
を
通

し
、園
児
ひ
と
り
ひ
と
り

の
意
欲
を
高
め
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

園
外
保
育

日
本
の
う
た
を

愉
し
み
ま
し
た

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

  

楽
し
か
っ
た

    

み
ん
な
の
運
動
会

思
い
切
り
体
を
動
か

し
て
あ
そ
ぶ
の
楽
し

い
ね
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●
取
引
業
者
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　
代
表
　
花
木
　
常
明
　
様

�

（
五
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
丸
協

　
代
表
取
締
役
　
新
堀
　
信
永
　
様

�

（
一
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　
代
表
取
締
役
　
髙
橋
　
栄
二
　
様

 

（
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

八
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
名
倉
　
甘
琳�

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
原
田
　
正
夫�

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
小
野
寺
　
尚
敏�

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
齋
藤
　
淳�

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
立
原
　
康
利�

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
富
田
　
茂�

様

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧 

　 

平
成
二
十
九
年
九
月
〜
十
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

五
、〇
〇
〇
円

　
松
本
　
信
一�

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
林
　
憲
民�

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
青
木
　
修
一�

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
小
川
　
一�

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
四
六
八
、〇
〇
〇
円
）

�

匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

　
合
計
　
四
八
件

一
、五
〇
三
、〇
〇
〇
円

　
累
計
　
三
、四
六
二
件

七
六
五
、九
二
六
、三
九
一
円

　

今
年
度
の
支
部
総
会
・
保
護

者
会
が
六
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
各
地
で
開
催
さ
れ
、
大
学

お
よ
び
短
期
大
学
部
の
多
く
の

保
護
者
の
方
に
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

後
援
会
支
部
総
会
お
よ
び
保

護
者
会
は
、北
海
道
か
ら
九
州
・

沖
縄
ま
で
全
国
十
一
支
部
で
毎

年
行
わ
れ
ま
す
。
午
前
中
の
支

部
総
会
で
は
、
学
長
講
話
や
卒

業
生
に
よ
る
体
験
発
表
、
午
後

の
保
護
者
会
で
は
教
員
と
の
個

別
面
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
験
発
表
は
、
卒
業
生
の
生

の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
、

毎
年
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い

て
い
る
企
画
で
す
。
今
回
は
十

月
に
実
施
さ
れ
た
四
つ
の
支
部

総
会
・
保
護
者
会
の
中
か
ら
、

二
名
の
卒
業
生
の
発
表
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

山
崎
芽
依
さ
ん（
茨
城
県
支
部
、

平
成
二
十
九
年
三
月
・
児
童
学

科
小
学
校
教
員
養
成
コ
ー
ス
卒

業
）は
結
城
市
の

公
立
小
学
校
で

四
年
生
の
担
任

と
し
て
お
勤
め

で
す
。「
聖
徳
」で

の
授
業
が
い
か

に
現
在
の
仕
事

で
活
か
さ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
シ

リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
や
海
外
研
修

等
本
物
に
ふ
れ
る
機
会
か
ら
、

も
の
の
考
え
か
た
、
価
値
観
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

家
族
の
方
々
が
、
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
当
た
り
前
に
思
え

る
日
常
の
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
こ
と
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
、
さ
ら
に「
聖
徳
」の

方
針
を
理
解
し
て
応
援
し
て
く

れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
あ
り
が

た
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 　

外
間
夢
伽
さ
ん（
東
京
地
区

支
部
、
平
成
二
十
九
年
三
月
・

児
童
学
科
児
童
心
理
コ
ー
ス
卒

業
）は
、
現
在
、
本
学
附
属
第
二

幼
稚
園
で
五
歳
児
の
担
任
を
し

て
い
ま
す
。
在
学
中
の
学
び
と

し
て
、
保
育
者
の
基
礎
と
な
る

「
専
門
知
識
」、
実
習
の
体
験
を

通
し「
専
門
知
識
」の
必
要
性
を

実
感
し
、
部
活
動
で
多
様
な
価

値
観
や
環
境
の
人
と
の
協
調
性

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
ん
だ
こ

と
を
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
就
職
活
動

で
は
、
し
っ
か
り

と
自
分
と
向
き
合

う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
先
生
方
や

キ
ャ
リ
ア
支
援
課

で
の
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
語
ら
れ
、

後
輩
への
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、「
今
学

ん
で
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
社

会
に
出
た
と
き
の
自
分
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
は
も
ち

ろ
ん
、
自
分
の
や
っ
て
み
た
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
積
み
重
ね
て
欲
し
い
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
援
会
支
部
総
会
・
保

護
者
会
を
通
じ
て
ご
息
女
へ
の

サ
ポ
ー
ト
の
状
況
を
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

大
学
後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

●
●
●
●
●
●

活
動
報
告

山崎芽依さん

外間夢伽さん

　

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
た「
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
」は
、
募

集
期
間
残
り
四
ヵ
月（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
終
了
）と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
四
月
に
開
始
し
、
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
厚
志
を
資
金
の
一
部
と
し
て
、
施
設
設
備
の
充
実
や

教
育
環
境
の
整
備
、奨
学
金
の
創
設
な
ど
、多
く
の
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を「
募
金
だ
よ
り
」を
通
じ
、
過
去
二
十
五
回
に
わ
た
り
お
伝
え
し

て
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
寄
付
者
の
皆
様
、
聖
徳
フ
ラ
ッ

シ
ュ
読
者
の
皆
様
か
ら
あ
た
た
か
い
反
響
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
記
事
を
見
て
寄
付
の
協
力
を
決
め
ま
し
た
」

と
お
電
話
を
い
た
だ
く
こ
と
も
度
々
。
整
備
が
行
わ
れ

た
場
所
を
実
際
に
訪
れ
た
方
か
ら
は「
記
事
の
場
所
、

見
て
き
た
よ
。
使
い
や
す
く
な
っ
た
ね
。」と
の
お
声
が

け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
過
去
の
記
事
に
つ
い
て
は
、

学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す「
聖
徳
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

　

八
十
周
年
記
念
事
業
の
ご
紹
介
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
す
が
、
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
に
つ
い
て
、
最
後

ま
で
丁
寧
に
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆

様
か
ら
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募
集
終
了
ま
で
、あ
と
４
ヵ
月

募
金
だ
よ
り

聖徳大学陸上競技部
第23回関東大学女子駅伝対校選手権大会

第19位
　全日本大学女子駅伝対校選手権大会の地区予選を兼ねた第23回関東
大学女子駅伝対校選手権が9月24日（日）、印西市の千葉ニュータウン周回
コース（6区間、30.6キロ）で開催され、熱戦が繰り広げられました。

　本学は4年生不在のチームで臨み、昨年を下回る厳しい結果となりま
したが、ゴールまで諦めずに襷を繋ぎ切りました。

　今後は捲土重来、全日本出場を目標に日々精進していく所存です。
相変わりませぬご支援、ご協力のほどお願い申し上げます。
　文末ながら、当日は休日にもかかわらず、多くの関係各位にご足労い
ただき、選手ひとりひとりに熱いご声援をいただきましたことを心より
感謝申し上げます。�　　　　　　　　��（陸上競技部監督　佐藤　信春）

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ◯25

詳細は聖徳大学陸上競技部HP   http://www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page6
大会結果はホームページをご覧ください。

平成29年度募金チラシは施設設備（一部抜粋）の特集です

1区

4区

2区

5区

3区

6区

■ご寄付のお申し込みについて■
　

■お問い合わせ先■

検 索

聖徳 募金

（注）
公開をご希望されない方については、掲載し
ておりません。コンビニエンスストアよりお振
込みされた方は、匿名の取り扱いにさせてい
ただいております。ご芳名の掲載を希望され
る方は、お手数ですが創立80周年記念事業
募金係までご連絡ください。

平成29年9月1日から10月31日までのご寄付分を
掲載しております。 ▲
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

17.12.1�re（13,9）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第93号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セ イ ト クの派 遣 会 社 だ か ら 安 心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

平成30年度 大学院（春学期入学）入試日程

平成30年度 大学院（秋学期入学）入試日程

平成30年度  入試日程
■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）〈AO入試〉

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属小学校（共学）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

入試説明会 音楽講習会▶12月9日［土］  13：30〜15：30［要申込］ ▶12月25日［月］  8：45〜12：35［要申込］

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

　昨年とは少し趣を変え、花と星空をイメージした、光の花壇が出現。地上6メートルのコーン状のツリーからは、
リボン状の光が流れ、そこにアートフラワーが飾られているという華やかさ。ツリーの周りもカラフルな電飾で
お花がいっぱい咲いているようなイメージです。
　イベントもたくさんあり、冬に咲くお花畑がここにあります。この幻想的な空間をぜひ体験してみてください。

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

［高校］入試制度説明会

［中学］学校説明会

［中高共通］進学相談会

［高校］音楽科冬季講習会

▶12月9日［土］  9：30〜　特待特進入試対策講座（5科入試～公立そっくり問題～）

▶12月16日［土］  9：30〜（ミニ説明会）　　▶平成30年1月7日［日］  9：30〜
▶12月23日［土・祝］  9：30〜　　▶12月24日［日］  9：30〜　
▶12月25日［月］〜 27日［水］ 9：00〜

※お車でのご来場はご遠慮ください。　※個別相談会は終了時間の30分前までに入場ください。　
※大学院博士後期課程をご希望の方は事前にお問い合わせください。

TEL.047-365-1200（月～金 8:30～17:30、土 8:30～15:00）

　聖徳大学通信教育部では、大学院・大学・短期大学部すべてにおいて、
入学説明会を開催しています。通信教育での学習の仕方や皆さんが疑問
に思われていることについて、直接お答えします。予約は不要です。ぜひ、
ご都合の良い日程の説明会にご参加ください。

　本学キャンパスでの説明会では、在学生・卒業生の体験談、スクーリング模擬授業、キャンパスツアーなど
も実施しています。開催日ごとに内容が異なりますので、詳細はホームページ「NEWS」でご確認ください。

聖徳大学通信教育部
入学説明会のご案内

◇ 聖徳大学主催 入学説明会
開 催 日 開 催 地 開催時間（予約不要） 開催場所

12月10日（日）
本学
キャンパス

（松戸）
13:00～15:30 聖徳大学松戸キャンパス1号館・香順メディアホール

（JR・新京成電鉄松戸駅東口から徒歩5分）
1月7日（日）

2月4日（日）

2月18日（日）

◇ 聖徳大学主催 入学説明会（個別相談）
開 催 日 開 催 地 開催時間（予約不要） 開催場所

12月17日（日） 静岡 11:00～15:00 ＪＲ静岡駅ビルパルシェ　7階第3 会議室
（JR静岡駅直結）

12月23日（土・祝） 東京 11:00～15:00 東京国際フォーラム　ガラス棟5階Ｇ502室
（JR有楽町駅から徒歩1分）

12月23日（土・祝） 千葉 11:00～15:00 京葉銀行文化プラザ 7階楓1室
（JR千葉駅東口から徒歩3分） 

1月13日（土） 横浜 11:00～15:00 AP 横浜駅西口　横浜 APビル4階B会議室
（JR 横浜駅西口から徒歩 6分） 

1月13日（土） 水戸 11:00～15:00 水戸駅ビルエクセル　6階エクセルホールひたち
（JR水戸駅直結）

1月14日（日） 大宮 11:00～15:00 大宮ソニックシティ7階 707室
（JR・東武野田線大宮駅から徒歩3分）

1月20日（土） 千葉 11:00～15:00 ペリエ千葉　7階ペリエホールC室
(JR千葉駅直結) 

1月21日（日） 東京 11:00～15:00 東京国際フォーラム　ガラス棟5階Ｇ502室
（JR有楽町駅から徒歩1分）

2月12日（月・振休） 東京 11:00～15:00 東京国際フォーラム　ガラス棟4階Ｇ402室
（JR有楽町駅から徒歩1分）

2月12日（月・振休） 越谷 11:00～15:00 越谷サンシティホール　第2 会議室
（ＪＲ武蔵野線南越谷駅、東武スカイツリーライン新越谷駅から徒歩3分）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

入試必勝講座

ナイトキャンパスツアー

ショートキャンパス ▶平成30年1月28日［日］ ▶2月10日［土］

▶平成30年2月3日［土］

▶12月12日［火］�18：30〜 ▶平成30年1月10日［水］18：30〜

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試、一般入試
社会人入試、研究生入試 C 1月24日（水）〜2月1日（木）

2月11日（日・祝）
※ただし音楽文化研究科は

2月11日（日・祝）・12日（月・振休）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試

A 平成30年
6月25日（月）〜7月5日（木）

7月14日（土）
※ただし音楽文化研究科は
7月14日（土）・15日（日）

B 8月6日（月）〜8月18日（土）
8月25日（土）

※ただし音楽文化研究科は
8月25日（土）・26日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試、一般入試
社会人特別入試
研究生入試（留学生除く）

C 1月24日（水）〜2月7日（水）
2月11日（日・祝）

※ただし音楽文化研究科は
2月11日（日・祝）・12日（月・振休）

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試 C 1月24日（水）〜2月1日（木）

2月11日（日・祝）
※ただし音楽文化研究科は

2月11日（日・祝）・12日（月・振休）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生入試

（留学生除く）

A 平成30年
6月25日（月）〜7月10日（火）

7月14日（土）
※ただし音楽文化研究科は
7月14日（土）・15日（日）

B 8月6日（月）〜8月21日（火）
8月25日（土）

※ただし音楽文化研究科は
8月25日（土）・26日（日）

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試

A 平成30年
6月25日（月）〜7月5日（木）

7月14日（土）
※ただし音楽文化研究科は
7月14日（土）・15日（日）

B 8月6日（月）〜8月18日（土）
8月25日（土）

※ただし音楽文化研究科は
8月25日（土）・26日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

C 1月24日（水）〜2月7日（水） 2月11日（日・祝）

教職特別Ａ 12月1日（金）〜12月13日（水） 12月17日（日）

教職特別B 2月19日（月）〜2月28日（水） 3月4日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

A 平成30年
6月25日（月）〜7月10日（火） 7月14日（土）

B 8月6日（月）〜8月21日（火） 8月25日（土）

　〈博士前期課程〉

　〈社会人入試・アスリート入試・帰国子女入試〉

　〈博士前期課程〉

　〈専門職学位課程〉（教職研究科）

　〈専門職学位課程〉（教職研究科）

入試区分 日程 事前エントリー受付期間
事前相談の申込み

出願 面談
事前相談

AO入試�
　スタンダード方式

Ⅲ期
2月26日（月）〜3月12日（月）

※日曜・祝日を除く
※3/9（金）〜3/12（月）は窓口のみ受付

2月26日（月）〜3月12日（月）
※日曜・祝日を除く 3月1日（木）〜3月13日（火）正午

※日曜・祝日を除く
3月15日（木）

※面談の時間は大学が指定2月26日（月）〜3月12日（月）
※看護学部はAO入試を実施しない。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

社会人特別入試
アスリート･セカンドキャリア支援

特別奨学推薦入試
アスリート･サポート特別奨学推薦入試
帰国子女特別入試

C 2月22日（木）〜3月8日（木） 3月12日（月）

※看護学部は実施しない。

※看護学部は実施しない。

※専攻科入試は、一般入試、内部推薦入試のみ実施する。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

アスリート･セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試

C 1月30日（火）〜2月13日（火） 2月18日（日）一般入試
内部推薦入試
アスリート･セカンドキャリア支援

特別奨学推薦入試 D 2月22日（木）〜3月8日（木） 3月12日（月）
一般入試

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

ＡＯ入試、指定校推薦入試、公募推
薦入試、保育科･保育コース推薦入
試、保育所・幼稚園園長推薦入試、
同窓会推薦入試、大学生・短大生（含
専修学校）特別入試社会人特別入試

前期 F 12月4日（月）〜12月16日（土） 12月17日（日）

一般入試 前期 D 12月4日（月）〜12月16日（土） 12月17日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

ＡＯ入試、指定校推薦入試、公募推
薦入試、保育科･保育コース推薦入
試、保育所・幼稚園園長推薦入試、
同窓会推薦入試、大学生・短大生（含
専修学校）特別入試、社会人特別入
試、一般入試

後期

A 1月9日（火）〜1月20日（土） 1月21日（日）

B 2月5日（月）〜2月16日（金） 2月17日（土）

C 3月5日（月）〜3月16日（金） 3月17日（土）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試

A

郵送 12月21日（木）〜1月16日（火）
1月21日（日）サテライト試験場　一般入試

（看護学部・音楽学部を除く）
窓口 1月6日（土）〜1月16日（火）

センター試験利用入試
郵送 12月21日（木）〜1月30日（火） 本学個別学力試験なし

但し､看護学部の面接および
音楽学部の実技等2/4（日）窓口 1月6日（土）〜1月30日（火）

一般入試

B 1月30日（火）〜2月14日（水）
2月18日（日）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

但し､看護学部の面接および
音楽学部の実技等2/18（日）

一般入試

C

2月22日（木）〜3月8日（木） 3月12日（月）

センター試験利用入試 2月22日（木）〜3月10日（土）
但し、看護学部、音楽学部のみ〜3/8（木）

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および
音楽学部の実技等3/12（月）

実技特別選抜入試
（音楽学部　演奏学科・

音楽総合学科のみ）
3月1日（木）〜3月12日（月） 3月14日（水）

　〈編入学・専攻科入試〉

　〈一般入試〉

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試 C 2月22日（木）〜3月2日（金） 3月12日（月）

　〈留学生入試〉

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学

第1回一般入試
郵送 11月6日（月）〜12月15日（金） 12月17日（日）
窓口 11月6日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第2回一般入試
郵送 11月6日（月）〜1月12日（金） 1月13日（土）
窓口 11月6日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第3回一般入試
郵送 11月6日（月）〜1月29日（月） 1月30日（火）
窓口 11月6日（月）〜試験日当日（8：00まで）

高
校

推薦入試 12月13日（水）〜12月14日（木） 1月9日（火）
一般入試 12月13日（水）・12月14日（木）・1月11日（木） 1月18日（木）
併願推薦入試

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
　
学

第一志望入試 B Web 11月1日（水）〜12月15日（金） 12月16日（土）
第1回午前入試
第1回午後入試（適性検査型）

Web 12月4日（月）〜1月19日（金） 1月20日（土）
窓口 入試日当日のみ

第2回入試
Web 12月4日（月）〜1月21日（日） 1月22日（月）
窓口 入試日当日のみ

S選抜・特待生選考入試
Web 12月4日（月）〜1月23日（火） 1月24日（水）
窓口 入試日当日のみ

第3回入試
Web 12月4日（月）〜2月3日（土） 2月4日（日）
窓口 入試日当日のみ

（
普
通
科
・
音
楽
科
）

高
　
校

推薦入試 Web 12月18日（月）〜1月12日（金） 1月17日（水）
または

1月18日（木）自己推薦入試 窓口 1月9日（火）〜1月12日（金）

特待特進入試
Web 12月18日（月）〜1月23日（火） 1月24日（水）
窓口 1月9日（火）〜1月23日（火）

一般入試

Web 12月18日（月）〜2月4日（日） 2月5日（月）
窓口 1月9日（火）〜2月4日（日）
Web 12月18日（月）〜2月23日（金） 2月24日（土）
窓口 1月9日（火）〜2月23日（金）

入試区分 願書受付期間 入試日

Ⅲ期入試 11月23日（木・祝）〜12月6日（水） 12月9日（土）
Ⅳ期入試・30年度4月編入 12月28日（木）〜1月10日（水） 1月13日（土）

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

★詳細は、各校の募集要項でご確認ください。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試、社会人特別入試 後期 1月17日（水）〜1月31日（水） 2月4日（日）

　〈修士課程〉（看護学研究科）

写真提供：佐久市観光協会

SAKU BLOOMイルミネーション2017のご紹介
開催日時：2017年10月28日（土）～2018年1月12日（金）　 開催場所：JR北陸新幹線 佐久平駅周辺

今年のテーマ
「スターリング・フラワー・ガーデン ～星 降 る街  未来の花が開く街～」


